
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

イ
ベ
ン
ト
中
心
型
の
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
が
計
画
さ
れ
る
一
方
で
、
多

く
の
市
民
が
利
用
さ
れ
て
い
る
今

の
駅
東
口
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は

廃
止
さ
れ
、
駅
西
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア

ン
デ
ッ
キ
の
下
に
ま
と
め
ら
れ
る

計
画
で
す
。
美
里
、
高
橋
方
面
や
梅

坪
方
面
か
ら
喜
多
町
４
丁
目
を
経

由
し
て
駅
東
口
に
到
着
し
て
い
た

バ
ス
は
、
大
回
り
を
し
て
、
駅
西
口

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
下
で

止
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
美

里
、
高
橋
方
面
の
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
は
、
「
通
勤
通
学
の
朝
の
時
間
帯

に
到
着
時
間
が
遅
く
な
り
、
と
て
も

不
便
に
な
る
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま

す
。
公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上

と
、
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
下
へ

の
バ
ス
停
の
変
更
は
、
矛
盾
す
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

こ
の
計
画
は
、
駅
前
の
道
路
を

「
歩
行
者
空
間
」
と
し
て
フ
ル
モ
ー

ル
化
（
年
間
を
通
じ
て
歩
行
者
天

国
）
と
す
る
こ
と
で
、
バ
ス
が
通
行

で
き
な
く
な
る
も
の
で
す
が
、
計
画

に
あ
た
っ
て
は
、
利
用
者
で
あ
る
市

民
の
意
見
を
よ
く
聞
く
べ
き
で
す
。 

 

豊
田
市
は
平
成
２
８
年
に
策
定

し
た
「
都
心
環
境
計
画
」
で
、「
選

ば
れ
る
都
心
」
と
な
れ
る
よ
う
、

都
心
空
間
の
「
活
用
」「
再
整
備
」

の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
し
て

い
ま
す
。
に
ぎ
わ
い
の
創
出
の
取

り
組
み
と
し
て
、
北
地
区
再
開
発

ビ
ル
の
オ
ー
プ
ン
を
機
会
と
し

て
、
ま
ち
な
か
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

公
共
交
通
の
乗
り
換
え
利
便
性
の

向
上
、
駅
や
駐
車
場
が
つ
な
が
っ

て
回
遊
し
や
す
い
空
間
づ
く
り
な

ど
が
、
２
０
２
７
年
ま
で
の
期
間

と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

市
は
こ
の
計
画
を
も
と
に
、
デ

ザ
イ
ン
・
イ
メ
ー
ジ
図
を
作
る
段

階
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
推
進

会
議
を
開
い
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
、
調
査
・
検
討
を
行
っ
て
い
く

と
し
て
い
ま
す
。「
都
心
空
間
デ
ザ

イ
ン
基
本
計
画
」
に
あ
る
将
来
の

構
想
の
イ
メ
ー
ジ
図
（
下
図
）
を

見
る
と
、
豊
田
市
駅
を
中
心
と
し

た
駅
西
側
（
①
図
）
も
駅
東
側
（
②

図
）
も
と
も
に
、
再
開
発
ビ
ル
な

ど
の
「
商
業
施
設
の
ビ
ル
」
と
、

新
た
に
つ
く
ら
れ
る
数
々
の
「
広

場
」
が
目
立
つ
印
象
で
す
。 

 
 （都心空間デザイン基本計画より） 

高
浜
町
が
受
け
て
い
た
国
の
電
源
立
地

地
域
対
策
交
付
金
も
関
電
幹
部
に
還
流
し

て
い
た
疑
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。 豊

田
市
の
９
月
議
会
の
決
算
質
問
で
は

原
子
力
発
電
関
係
の
電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
の
決
算
額
は
、
２
千
３
３
３
万
円

余
と
の
答
弁
で
し
た
。
平
成
３
０
年
度
ま

で
に
市
が
受
け
取
っ
た
総
額
は
４
億
５
千

５
２
０
万
円
に
も
な
り
ま
し
た
。
危
険
な

交
付
金
は
、
全
額
返
納
す
べ
き
で
す
。 

  

  

関
西
電
力
の
経
営
幹
部
ら
が
、
福

井
県
高
浜
町
の
元
助
役
か
ら
約
３

億
も
の
金
品
を
受
け
取
っ
た
「
原

発
マ
ネ
ー
」
還
流
疑
惑
。
隠
ぺ
い

姿
勢
の
関
電
任
せ
で
な
く
、
政
府

と
し
て
徹
底
的
な
調
査
を
。 

豊田市駅 

→豊田大橋方面 



 

・（
株
）
ト
ラ
イ
グ
ル
ー
プ
（
１
７
ク
ラ

ブ
） 

・
ホ
ー
メ
ッ
ク
ス
（
株
）（
１
４
ク
ラ
ブ
） 

・
学
校
法
人 

大
和
学
園
（
１
０
ク
ラ
ブ
） 

・
社
会
福
祉
法
人 

大
和
社
会
福
祉
事
業

振
興
会
（
２
１
ク
ラ
ブ
） 

・
一
般
社
団
法
人 

朝
日
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ク
ラ
ブ
（
３
ク
ラ
ブ
）・
浄
水
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
連
絡
会
議
（
３
ク
ラ

ブ
） 

 

芋 煮 会にお越しください 

■ と  き 11月10日(日)12時～13時半ごろ 
             （雨天も実施） 

■ 会  場 共産党豊田市委員会事務所駐車場 
■ 参 加 費 大人 500 円 中学生以下 無料 
■ メニュー 芋煮をメインに他に絶品メニュー 

          （食材の提供、歓迎） 
■ 飲   物  それぞれ持参 
■ 申込期限 10 月 26 日(土) 
■ 連絡事項 駐車場がありません。徒歩または 

公共交通機関の利用をお願いします。 
主 催 日本共産党豊田挙母北地域後援会   
申 込 秋山  090-7318-1521 
    日本共産党豊田市委員会 

0565-34-4772 

 

 

 

 

が
納
め
ら
れ
た
の
は
２
，
１
１
５

事
業
所
で
、
あ
と
の
４
０
０
０
の

事
業
所
は
１
号
法
人
の
６
５
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
る
規
模
で
、
法
人

税
割
の
税
金
を
納
め
ら
れ
ず
、
赤

字
で
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
景
気

回
復
と
い
う
状
況
は
一
部
に
と
ど

ま
り
、
格
差
が
さ
ら
に
広
が
っ
た

こ
と
を
税
収
の
実
態
で
示
し
た
も

の
と
な
り
ま
し
た
。 

 

          

 

海
外
展
開
を
広
げ
る
多
国
籍
大

企
業
が
営
業
利
益
を
拡
大
し
な
が

ら
様
々
な
税
法
上
の
軽
減
措
置
を

受
け
る
一
方
で
、
数
で
は
市
内
の

事
業
者
の
７
２
％
を
占
め
る
１
号

法
人
～
小
規
模
事
業
者
の
圧
倒
的

な
部
分
は
法
人
税
割
の
税
金
を
納

め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

答
弁
に
よ
れ
ば
、
６
，
１
１
５

の
１
号
法
人
の
う
ち
、
法
人
税
割

職
員
の
非
正
規
率
が
フ
ル
タ
イ

ム
換
算
し
て
も
、
教
育
保
育
職
で

３
２
・
９
％
、
技
能
労
務
職
で
６

３
・
４
％
に
も
な
り
、
市
が
率
先

し
て
正
規
雇
用
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
一
方
、

職
員
に
よ
る
年
間
の
残
業
は
、
答

弁
に
よ
れ
ば
、
総
人
数
は
２
０
８

２
人
、
総
残
業
時
間
は
３
１
万
３

０
２
１
時
間
、
１
人
あ
た
り
１
５

０
時
間
に
も
な
り
、
一
番
多
か
っ

た
職
員
は
年
間
７
５
３
時
間
で
、

次
い
で
７
２
２
時
間
、
７
１
８
時

間
に
も
達
し
て
い
ま
し
た
。
一
層

の
残
業
削
減
、
職
員
定
数
の
拡
大

が
必
要
で
す
。 

決
算
の
内
容
で
は
、
市
の
公
的

な
仕
事
を
さ
ら
に
民
間
に
ゆ
だ

ね
、
こ
ど
も
園
の
民
間
移
管
、
中

央
図
書
館
や
給
食
セ
ン
タ
ー
の

民
間
企
業
で
の
運
営
に
加
え
、
介

護
認
定
審
査
ま
で
民
間
に
ゆ
だ

ね
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
市
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
が

平
成
２
９
年
度
に
比
べ
て
、
８

７
％
も
大
幅
に
減
っ
て
い
る
の

は
、
委
託
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
質
疑
に
対
す
る
答
弁
か
ら

明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
中
で
も

（
株
）
ト
ラ
イ
グ
ル
ー
プ
、
ホ
ー
メ

ッ
ク
ス
（
株
）
と
い
っ
た
営
利
企
業

な
ど
も
委
託
事
業
者
と
し
て
参
入
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
教
育
・
子

育
て
・
福
祉
分
野
の
公
的
責
任
を
後

退
さ
せ
、
住
民
福
祉
の
向
上
と
ま
す

ま
す
離
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
問
題

で
す
。 

 

 ９月市議会の教育社会委員会審議の際に、豊田教職員組合が

提出した「少人数学級のさらなる拡充を含めた教職員の定数を

増やす意見書を国に出して欲しい」という陳情書と、私学助成

請願署名の広がりの中での、国や県に対する「私学助成拡充」

「学費と教育条件の公私格差是正を」の陳情書に対して、自民

クラブ、市民フォーラムの委員は反対の意見を述べ、日本共産

党の根本みはる市議は「賛成」の意見を述べました。 

愛
知
保
育
団
体
連
絡
協
議
会

が
、
県
内
自
治
体
に
要
請
・
懇
談

を
お
こ
な
う
保
育
キ
ャ
ラ
バ
ン

が
、
豊
田
市
を
訪
問
し
ま
す
。
豊

田
の
こ
ど
も
園
を
考
え
る
会
も
参

加
し
ま
す
。 

懇
談
内
容
は
、
◆
待
機
児
童
と

解
消
策
◆
保
育
士
不
足
の
現
状
と

確
保
策
◆
幼
児
教
育
の
無
償
化
◆

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
（
学

童
保
育
）
の
支
援
員
配
置
な
ど
。 

 

http://www.kensakusystem.jp/toyota-c/cgi-bin2/GetText3.exe?26hbrjvwmal0uehisb/H300925A/13795/10/1/1/%8E%63%8B%C6/0#hit2
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